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帝

國

の

昔

榮

を

盛

な

ら

し

め

よ

生

嗚
呼
帝
國
の
氣
象
て
ふ
も
の
は
何
れ
に
ぞ
存
す
る
吾
人
敢
て
國
粋
保
存
主
義

に
心
酔
す
る
頑
固
の
言
を
放
つ
に
あ
ら
ず
唯
欧
化
潮
流
に
犯
さ
れ
一
も
二
も
な

＜
善
と
な
く
悪
と
な
く
均
し
く
是
れ
摸
擬
す
る
事
を
麿
し
て
帝
國
自
身
の
我
物

を
し
て
蟄
居
せ
し
め
ず
照
々
然
た
る
氣
焔
を
吐
か
し
め
よ
と
云
ふ
の
み
謁
々
愁

然
た
る
状
を
呈
せ
し
む
る
勿
れ
と
注
告
す
る
な
り

世
間
の
唱
ふ
る
＿
音
榮
改
良
と
は
何
を
か
云
ふ
西
洋
音
榮
を
其
儘
輸
入
す
る
直

謬
す
る
是
れ
そ
も
本
領
か
然
ら
は
改
良
と
云
は
ん
よ
り
寧
ろ
西
洋
昔
榮
に
化
す

る
と
云
ふ
こ
そ
適
営
な
ら
ん
と
信
ず
吾
人
姦
に
言
は
ん
昔
榮
上
の
改
良
と
は
唯

だ
に
悪
を
去
り
善
に
赴
く
と
云
ふ
が
如
き
一
般
事
物
の
改
良
に
あ
る
な
く
し
て

人
情
風
俗
言
語
に
開
す
る
人
世
の
好
尚
嗜
好
に
従
て
進
歩
せ
し
む
る
も
の
A

謂

に
し
て
決
し
て
固
有
の
國
風
を
愛
化
し
他
國
風
に
改
革
す
る
の
謂
に
あ
ら
ざ
る

な
り
顧
み
よ
終
日
肉
食
を
な
し
起
臥
共
に
洋
服
を
身
に
編
へ
よ
と
言
は
ゞ
百
千

M
.
 H
 

明
治
時
代
の
東
京
音
楽
学
校
は
一
ー
一
種
類
の
唱
歌
集
を
編
纂
出
版
し
た
。
い
ず
れ
も

師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の
教
科
用
書
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
曲
の

多
く
は
外
国
の
名
歌
を
選
び
、
音
楽
取
調
掛
以
来
の
方
法
で
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

日
本
語
の
歌
詞
を
当
て
は
め
た
。
そ
れ
は
原
詞
と
内
容
的
に
必
ず
し
も
一
致
し
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
こ
の
よ
う
な
唱
歌
の
作
り
方
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
述
べ
そ
れ
て
い
た
。
中
か
ら
三
つ
の
評
論
を
紹
介
し
て
お
く
。

る
な
り

人
中
幾
何
か
あ
る
是
れ
蓋
し
氣
候
上
及
國
体
上
家
屋
構
造
上
の
國
性
が
其
愛
化

を
許
さ
ゞ
る
に
よ
る
な
り
況
ん
や
國
風
の
遺
侮
と
感
情
と
の
勢
力
あ
る
遮
障
者

あ
る
を
や
昔
榮
の
改
良
定
義
果
し
て
吾
人
の
言
員
な
り
せ
ば
＿
音
榮
も
亦
國
風
の

遺
偲
及
感
情
が
主
と
し
て
此
遮
断
者
と
な
り
國
体
上
褻
化
せ
ざ
ら
ん
事
を
務
む

是
を
以
て
例
令
西
洋
直
繹
主
義
の
一
音
楽
を
し
て
帝
國
従
来
の
＿
音
榮
に
代
へ
し
め

ん
と
務
む
る
も
登
に
出
来
得
べ
き
の
事
業
な
ら
ん
や
我
か
朝
古
来
よ
り
支
那
榮

の
博
来
を
見
上
古
の
帝
王
之
を
し
て
遍
く
上
廟
堂
よ
り
下
庶
民
に
至
る
ま
で
行

は
し
め
ん
と
せ
し
が
尚
今
日
に
於
て
端
唄
三
味
線
の
勢
力
遥
か
に
雅
榮
の
上
に

出
で
居
る
に
あ
ら
ず
や
是
れ
支
那
國
風
の
本
邦
に
適
せ
ざ
る
に
よ
る
詳
言
せ
ば

支
那
人
の
嗜
好
が
日
本
人
の
嗜
好
と
其
趣
き
を
異
に
す
る
が
故
な
り
同
人
種
の

支
那
人
同
旋
律
よ
り
組
成
せ
る
歌
曲
す
ら
猶
此
く
の
如
し
況
ん
や
全
く
異
人
種

な
る
西
洋
國
風
及
異
旋
律
な
る
一
音
曲
を
や
日
本
人
の
嗜
好
に
合
せ
ん
と
す
る
も

望
み
得
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
吾
人
は
支
那
榮
は
悪
し
西
洋
昔
榮
は
悪
し
A

と
言

ふ
に
あ
ら
ず
唯
我
國
風
を
棄
て
嗜
好
に
合
せ
ざ
る
も
の
を
無
理
に
注
入
す
る
の

悪
し
き
を
云
ふ
の
み
さ
れ
ば
よ
ろ
し
く
我
國
風
に
基
き
短
あ
ら
ば
彼
の
長
を
取

り
て
之
を
補
ひ
以
て
人
情
風
俗
の
進
歩
上
員
正
の
改
良
を
畢
ぐ
べ
き
を
主
張
す

第
一
歌
詞
附
旋
律

西
洋
の
＿
音
曲
は
和
竪
學
上
の
規
則
に
基
づ
き
復
―
音
諸
重
昔
の
如
く
和
竪
の
曲

に
構
成
せ
ら
れ
優
美
雄
牡
な
る
性
を
有
す
る
長
昔
階
よ
り
組
織
せ
ら
る
而
し
て

本
邦
の
＿
音
曲
は
和
竪
學
上
の
規
則
よ
り
出
で
た
る
に
非
ず
雖
獨
盤
の
曲
な
り
且

つ
憂
欝
の
性
を
有
す
る
短
―
音
階
よ
り
組
織
せ
ら
る
夫
れ
斯
く
の
如
く
な
れ
ば
本

邦
昔
榮
も
維
新
前
は
敢
て
問
は
ず
今
日
の
文
明
界
に
欠
貼
な
し
と
せ
ず
是
れ
改

良
の
急
な
り
と
云
ふ
所
以
な
り
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今
左
に
改
良
の
一
端
を
言
は
ん
み
や
さ
ん
及
か
つ
ほ
れ
の
如
き
は
進
行
曲
に

マ

ー

チ

最
も
宣
ろ
し
き
律
よ
り
成
る
若
し
此
曲
の
歌
詞
を
改
め
唱
歌
用
の
追
行
に
供
す

る
が
如
き
其
他
夕
ぐ
れ
、
春
雨
、
老
松
等
優
美
の
曲
皆
以
て
昔
榮
上
妙
あ
る
べ

し
然
れ
共
是
れ
皆
雑
曲
な
り
猥
褻
な
り
と
唱
ふ
る
は
唯
歌
詞
の
悪
し
き
が
為
に

し
て
曲
の
悪
し
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
今
日
小
學
校
に
於
て
唱
歌
用
に
供
す
る
曲

中
泰
西
の
俗
曲
亦
無
し
と
せ
ず
世
人
の
勝
手
な
る
日
本
の
俗
は
是
れ
用
え
べ
か

ら
ず
と
云
ひ
而
し
て
西
洋
の
俗
曲
は
用
ひ
て
敢
て
怪
ま
ざ
る
は
何
ぞ
尚
ほ
唱
歌

曲
譜
に

Il中の
淫
猥
な
る
歌
詞
を
附
し
て
見
よ
即
ち
猥
褻
の
音
曲
な
り
と

謂
は
ん
さ
れ
ば
本
邦
の
＿
音
曲
凡
て
道
徳
を
害
す
る
も
の
な
ら
ず
歌
詞
を
愛
更
す

る
に
於
て
は
敢
て
道
徳
風
俗
を
嵐
す
の
恐
れ
あ
ら
ざ
る
べ
し
我
音
曲
も
西
洋
昔

曲
も
源
を
問
は
ゞ
均
し
く
是
れ
印
度
に
起
原
し
唯
時
代
と
経
過
博
来
せ
し
人
種

國
土
の
差
異
あ
る
の
み
本
は
一
な
り
是
故
に
吾
人
の
絶
叫
し
以
て
天
下
昔
榮
界

に
訴
へ
ん
と
す
る
も
の
は
日
本
古
来
の
曲
中
歌
詞
の
悪
し
き
も
の
は
愛
じ
て
用

ゐ
よ
曲
の
長
音
階
に
菱
じ
得
べ
き
も
の
は
之
を
改
め
よ
換
言
せ
は
憂
欝
の
性
に

加
ふ
る
に
雄
牡
を
以
て
し
所
謂
短
昔
階
に
よ
り
て
は
憂
欝
の
曲
を
長
昔
階
を
以

て
優
美
雄
牡
の
曲
を
譜
し
及
ぶ
限
り
に
於
て
本
邦
人
嗜
好
の
原
曲
に
よ
り
て
國

風
を
保
ち
新
曲
は
短
長
の
二
＿
音
階
に
よ
り
て
譜
せ
よ
と
云
ふ
に
あ
り
然
ら
ざ
れ

ば
瑕
令
欧
州
榮
に
改
め
ん
と
す
る
も
其
目
的
を
逹
し
得
べ
し
と
信
ず
る
能
は
ざ

（
末
完
）

る
な
り

唱
歌
の
撰
捧

こ
の
評
論
は
未
完
の
ま
ま
終
っ
て
い
る
。 （

『
昔
築
雑
誌
』
＋
六
号
、
明
治
二
十
五
年
一
月
）

今
の
唱
歌
を
作
る
は
多
く
西
洋
榮
譜
に
依
り
て
す
、
是
れ
大
に
善
し、

然
れ

ど
も
中
に
甚
だ
し
き
は
西
洋
榮
譜
其
儘
に
我
歌
を
付
し
て
之
を
歌
は
し
む
。
亦

中
に
は
歌
に
よ
り
考
査
し
て
自
己
の
案
出
に
て
榮
譜
を
作
る
も
の
あ
り
。
西
洋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

譜
に
我
歌
を
直
に
適
用
す
る
も
の
は
譜
其
物
は
興
味
あ
る
も
の
も
我
歌
と
適
合

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

せ
さ
る
為
に
全
く
其
譜
の
興
味
を
失
ふ
の
み
な
ら
す
歌
ふ
人
自
身
す
ら
も
な
ほ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

其
歌
の
何
た
る
や
を
解
す
る
こ
と
能
は
さ
る
に
至
る
。
況
ん
や
隔
壁
之
を
聞
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

も
の
は
全
く
其
歌
す
ら
も
知
る
こ
と
能
は
さ
る
な
り
。
例
へ
は
「
さ
く
ら
ば
な
」

と
日
本
語
に
て
は
流
調
に
云
ふ
へ
き
を
、
洋
譜
の
為
に
或
は
「
さ
」
に
ア
ク
セ

ン
ト
を
置
き
、
或
は

「な
」
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
置
き
、
聞
く
も
の
は
其
梱
花
な

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

る
か
何
な
る
か
を
知
る
こ
と
す
ら
難
し
、
況
ん
や
之
に
依
て
感
慨
を
惹
起
せ
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

る
A

も
の
誰
か
あ
ら
む
。
余
輩
今
日
の
唱
歌
中
極
め
て
雑
胤
此
等
の
貼
に
注
意

せ
さ
る
も
の
あ
る
を
見
る
、
是
れ
賓
に
教
育
上
少
な
か
ら
さ
る
弊
害
を
在
す
る

も
の
な
る
べ

し
と
信
す
。
一
般
の
唱
歌
敦
師
た
る
も
の
は
力
め
て
如
此
弊
な
き

唱
歌
を
撰
捧
す
る
こ
と
を
要
す
、
亦
世
の
作
曲
家
及
＿
音
榮
學
校
の
悲
宣
し
く
姦

に

意

を

用

ゆ

へ

き

な

り

。

（

霞

里

）

西
曲
を
原
語
の
ま
A

唱
ふ
の
と
、
原
語
を
國
語
の
歌
詞
に
改
め
て
唱
ふ
の

と
、
聴
い
て
何
方
が
面
白
い
か
と
聞
く
と
、
一
般
の
人
は
大
か
た
、
原
語
の
ま

A

が
可
い
、
國
語
で
あ

っ
て
も
通
じ
な
い
分
ら
な
い
と
い
ふ
人
が
多
い
、
甚
し

き
は
西
曲
に
図
語
を
附
け
る
の
は
絶
到
に
不
成
功
な
も
の
で
あ
る
と
ま
で
い
ふ

人
も
あ
る。

（
『
帝
國
文
學
』

第
四
巻
四
号
、
明
治
三
十
一
年
）

し
か
し
吾
等
は
根
本
的
に
此
非
難
は
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
一
方

に
て
は
大
に
吾
鴬
の
警
省
を
促
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
歌
詞

507 第 8節 中等唱歌教科書の出版



、。
L
V
 

を
附
け
る
に
、
強
弱
長
短
ま
た
は
一
音
調
な
ど
に
つ
い
て
不
用
意
に
筆
を
下

し

て
、
唯
昔
符
の
敷
に
語
敷
を
合
せ
る
や
う
な
附
け
か
た
は
、
勿
論
論
外
で
あ
る

が
、
唱
歌
者
そ
の
人
の
一
語
一
―
音
の
痰
―
音
の
甚
だ
不
正
確
に

し
て
且
つ
不
明
瞭

で
あ
っ

た
な
ら
、
如
何
に
正
確
に
一
音
符
語
を
附
け
て
居
て
も
、
遂
に
聴
衆
に
首

肯
を
典
へ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
は
知
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
吾
等
は
竪
榮
家
が

此
黙
に
精
緻
な
る
注
意
と
研
究
を
積
ま
れ
ん
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
國
語

の
翌
音
法
は
、

賓
に
今
は
甚
し
き
混
楓
と
粗
維
を
極
め
、
曖
昧
不
正
確
の
竪
昔

を
以
て
現
は
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
謂
は
ゞ
國
語
の
危
機
に
瀕
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
文
部
省
の
國
語
統
一
の
方
法
は
、
唯
目
で
見
る
國
語
の
上
に
重
き
を

置
か
れ
て
居
る
の
観
が
あ
る
、
そ
こ
で
其
生
命
た
る
眼
目
た
る
稜
＿
音
の
正
法
を

立
て
A

其
統
一
を
計
る
と
い
ふ
は
、
賓
に
我
墜
榮
家
諸
君
の
大
任
務
で
は
な
い

か
。
國
語
稜
―
音
法
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
は
、
賓
に
諸
君
を
措
い
て
は
、
他
に
そ
の

人
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。
吾
等
は
一
音
榮
家
と
し
て
の
諸

君
を
尊
敬
す
る
と
共
に
、
竪
音
學
者
と
し
て
の
諸
君
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
蓋
し
焚
音
法
に
拙
き
磐
榮
家
は
、
ま
た
盤
榮
家
と
し
て

の
債
値
の
上
に
、

何
等
の
尊
敬
を
彿
ふ
べ

き
も
の
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
正
嘗
な
批
判
で
は
あ

る
ま
い
か
。

若
し
夫
れ
國
語
に
は
、

ら
唱
ひ
悪
い
と
か
、

ど
と
い
ふ
人
が
あ
っ
た
ら
、 子
音
の
明
瞭
に
稜
昔
さ
れ
る
も
の
が
殆
ん
ど
無
い
か

ア
ク
セ
ン
ト
が
明
晰
に
附
け
ら
れ
な
い
か
ら
唱
ひ
悪
い
な

日
本
國
民
た
る
こ
と
を
恥
と
思
っ
て
居
る
や
う
な

非
國
民
で
あ
る
し
、
ま
た
箇
人
と
し
て
も
研
究
心
の
な
い
意
氣
地
の
な
い
自
我

の
な
い
劣
等
の
人
格
で
あ
る
、
か
や
う
な
も
の
は
蓋
し
何
虞
の
國
に
も
あ
る
ま

要
す
る
に
、
西
曲
の
＿
音
符
語
を
、
國
語
に
す
る
の
が
可
い
も
悪
い
も
、
原
語

そ
の
ま
A

が
可
い
も
悪
い
も
、
唱
歌
者
の
研
究
の
程
度
の
深
浅
―

つ
に
よ
る
の

で
あ
る
(
-
音
符
語
の
附
け
か
た
の
可
否
は
別
と
し
て
）
こ
れ
さ

へ
立
振
に
表
現

が
出
来
れ
ば
、
先
き
に
述
べ
た
非
難
の
墜
は
、
お
の
づ
か
ら
消
え
う
せ
る
の
で

あ
る
。
故
に
先
づ
墜
榮
家
の
第

一
着
手
と
し
て
執
る
べ
き
研
究
と
勉
強
と
は
、

賓
に
國
語
の
稜
昔
法
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
『
昔
榮
』
第
三
巻
十
二
号
、
明
治
四
十
五
年
）

『
中
等
唱
歌
集
』
明
治
二
十
二
年
(
-
八
八
九
）
十
二
月
刊
行

資
料
に
よ
り
原
曲
な
ら
び
に
作
詞

・
作
曲
の
明
ら
か
な
も
の
は
記
し
た
。

H

君
が
代

口
紀
元
節

一
こ

の
三
曲
は
明
治
二
十
六
年
に
祝
祭
日
用
唱
歌
と
な
っ
た
。

国

天

長

節

四

旭

の

旗

国

三

千
餘
萬

因
矢
玉
ハ
霰
伊
澤
修
二
作
曲
、
里
見
義
作
詞

団
君
が
代
の
初
春
原
曲
は

a
k
e
w
a
k
e
 t
h
e
 

morning
里
見
義
作
詞

囚
織
な
す
錦

二
部
合
唱

因
御
稜
威
の
光
三
部
合
唱

田

御

國
の
民

三
部
合
唱
原
曲
は
ア
メ
リ
カ
の
〈
ヘ
ー
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
〉

白
保
昌
一
＿
一
部
合
唱
原
曲
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
か
ら

g
凱
旋
一
＿
一
部
合
唱
原
曲
は
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
「
ユ
ダ
ス
・
マ
カ
ベ
ウ

ス
」
よ
り

〈
凱
旋
の
歌
〉

⑤
國
旗
―
―
一
部
合
唱

因

火
砲
の
雷
三
部
合
唱
原
曲
は
ド
イ
ツ
の

〈ラ
イ
ン
の
守
り
〉

曲
埴
生
の
宿
四
部
合
唱
原
曲
は
H
.
R
・
ビ
シ
ョ

ッ
。
フ
作
曲
〈
ホ
ー
ム

・ス

ウ
ィ
ー
ト
・
ホ
ー
ム
〉
、
里
見
義
作
詞

g
身
も
世
も
忘
れ
四
部
合
唱
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言

『中
學
唱
歌
』

明
治
三
十
四
年
(
-
九

0
1)、
中
学
校
用
文
部
省
検
定
教

科
書三
十
八
曲
の
単
音
唱
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
当
時
、
東
京
音
楽

学
校
の
教
官
、
学
生

（瀧
廉
太
郎
ら
）
で
あ

っ
た
も
の
の
新
作
で
あ
る
。
版
権
が
東

京
音
楽
学
校
に
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
同
唱
歌
集
に
は
作
曲

・
作
歌
者
名
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。
な
お
作
者
名
の
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
み
曲
名
を
抽
出
し
て
記

し
て
お
く
。
こ
の
作
詞

・
作
曲
者
は
故
遠
藤
宏
氏
が
当
時
こ
の
唱
歌
集
作
成
に
関
係

の
あ
っ
た
方
々
の
話
に
も
と
づ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
△
印
は
確
認
の
な
い
も

の。

例

本
編
は
中
學
校
用
に
充

つ
る
目
的
を
以
て
編
纂
せ
る
唱
歌
集
と
す

本
校
盤
に
是
種
の
唱
歌
集
編
纂
の
必
要
を
認
む
る
や
廣
く
世
の
文
學
家
数

育
井
に
昔
榮
家
に
委
曝
し
て
作
歌
作
曲
せ
し
め
歳
月
を
経
て
一
百
有
餘
種
を

得
た
り
し
が
尚
そ
の
足
ら
ざ
る
を
補
は
む
が
為
に
更
に
同
一
の
方
法
に
よ
り

治
＜
材
料
を
内
外
に
求
め
新
に
又
一
百
有
餘
種
を
集
め
得
た
り
滋
に
於
て
選

定
委
員
を
設
け
前
後
合
せ
て
得
た
る
も
の
A

中
現
今
中
學
校
生
徒
の
賓
状
に

参
照
し
て
最
も
適
切
な
る
べ
き
も
の
三
十
八
種
を
精
選
せ
し
め
た
る
が
則
ち

本
編
な
り

本
編
に
用
ゐ
た
る
曲
譜
の
多
敷
は
邦
人
の
製
作
に
係
り
其
他
は
泰
西
作
曲

家
の
手
に
成
れ
る
も
の
と
す

g
君
は
稗
四
部
合
唱

里
見
義
作
詞

g
憲
法
発
布
の
頌

四
部
合
唱
原
曲
は
ベ

ー
ト
ヴ
ェ

ン
作
曲

〈D
i
e
E
h
r
e
 G
o
t
t
e
s〉
、

東
京
昔
榮
學
校
長

駒
の
蹄
小
山
作
之
助
作
曲

牛
お
ふ
童

安

藤

幸

作
曲

我
等
は
中
學
一
年
生
小
山
作
之
助
作
曲

前
途
萬
里
瀧
廉
太
郎
作
曲

占
守
島

安

藤

幸

作
曲

太

平

洋

永

井
幸
次
郎
作
曲

寄
宿
含
の
古
釣
瓶
小
池
友
七
作
曲
、
小
山
作
之
助
作
曲

老
将
軍

深

澤

登

代
吉
作
曲

武
蔵
野
瀧
廉
太
郎
作
曲

入
船
出
船
田
村
虎
蔵
作
曲

遠
別
離
杉
浦
チ
カ
作
曲

△
壺
の
碑
栗
本
清
夫
作
曲

△
祖
先
の
震

栗

本
清
夫
作
曲

初
旅
橋
本
正
作
作
曲

箱
根
八
里
鳥
居
枕
作
詞
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

荒
城
の
月
土
井
晩
翠
作
詞
、
瀧
廉
太
郎
作
曲

甲
鐵
艦
山
田
源
一
郎
作
曲

△
蹄
雁

岡
野
貞
一
作
曲

豊
太
閤

瀧

廉

太
郎
作
曲

去
年
今
夜
岡
野
貞
一
作
曲

△
今
は
學
校
後
に
見
て

幸
田
延
作
曲

渡

邊

龍

聖

本
編
は
歌
曲
の
程
度
題
目
の
種
類
井
に
排
列
の
順
序
等
に
閥
し
て
赦
科
書

と
し
て
未
だ
完
全
な
ら
ざ
る
貼
な
き
を
保
せ
ず
と
雖
も
之
に
依
り
て
漸
次
歩

武
を
進
め
な
ば
庶
幾
く
は
昔
榮
の
効
果
を
賓
現
せ
し
む
る
こ
と
を
得
む

明
治
三
十
四
年
三
月
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明
治
三
十
四
年

(
-
九

0
1)
五
月
十
九
日
、
こ
こ

の
中
学
唱
歌
の
披
露
演
奏
会

が
行
わ
れ
た
。
瀧
廉
太
郎
の
〈
箱
根
八
里
〉

〈荒
城
の
月
〉
な
ど
が
初
演
さ
れ
た
日

で
あ
る
。
彼
は
こ
の
頃
ド
イ
ツ
ヘ
向
け
て
留
学
の
途
に
あ
り
、
イ
ン
ド
洋
を
航
海
中

で
あ
っ
た
。

『中
等
唱
歌
』
明
治
四
十
三
年
一
月
二
十
二
日
出
版

東
京
音
楽
学
校
が
出
版
し
た
唱
歌
の
中
で
ピ
ア
ノ
伴
奏
附
の
楽
譜
は
は
じ
め
て
で

あ
る
。
従
来
の
多
く
の
例
に
な
ら
っ
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
歌
詞
を
つ

け
た
も
の
が
多
い
。

し
か
し
小
山
作
之
助
や
納
所
辮
次
郎
、
山
田
源
一
郎
ら
の
作
曲

作
品
も
見
ら
れ
る
。
唱
歌
集
と
い
う
よ
り
も
歌
曲
集
の
体
裁
で
あ
る
。
歌
詞
お
よ
び

曲
の
選
定
委
員
と
し
て
A
・
ユ
ン
ケ
ル
、
H
・
ヴ
ェ
ル
ク
マ
イ
ス
タ
ー
、
鳥
居
枕
、

武
島
又
次
郎
、
富
尾
木
知
佳
、
島
崎
赤
太
郎
、
吉
丸
一
昌
、
乙
骨
三
郎
、
楠
美
恩
三

郎
、
田
村
虎
蔵
、
岡
野
貞
一

、
南
能
衛
、
文
部
省
視
学
官
吉
岡
郷
甫
（
東
京
音
楽
学

校
嘱
託
講
師
）
諸
氏
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

三
種
類
と
も
楽
譜
は
巻
末
の
楽
譜
資
料
を
参
照
。
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